




　酒販店として売場面積が日本一という
岡崎店。その魅力は、なんといっても豊富

な品揃えである。顧客の間で
は「飲食店で飲んで、おいし
いと思った珍しい酒でも、す
ぎたなら置いてある」と言われ
るほどだ。そのため、来店客は
広範囲な地域から同店に
やってくる。
　そのような状況に甘えるこ
となく、同店ではコンテスト参
加の有無に関係なく、最低で
も月１回は催事スペースで特
別な売場展開を行っている。
マンネリ化を防止することや
新商品の情報提供、季節演
出による売場活性化が目的
である。後藤主任は「コンテス
トでも、受賞目的に売場づくり
を行うことはありません」と語
る。来店者が買物を楽しめる
提案をすることで売上に結び
つく。売れるということは、訴
求効果がある売場である。つ
まり、「売れる＝受賞」となる

売場づくりをめざしている。
　「今後も、お客さまに喜ばれることを第
一に、最高の評価をいただけるような挑戦
を続けたい」と後藤主任は語ってくれた。

　今年の夏、開催されたJINRO「2016夏
ディスプレイコンテスト」において、店舗
コースのグランプリを受賞し
たのは㈱すぎた（愛知県岡崎
市、杉田至社長）の岡崎店で
ある。売場づくりを担当した
後藤恭輔主任は「グランプリ
受賞は、とてもうれしい」と笑
顔で語ってくれた。
　今回のコンテストには、
「バーベキューはレモンサ
ワーで乾杯！」という提供
POPが用意されていたことか
ら、後藤主任は「ありそうであ
まりなかったバーベキューとい
うテーマは、効果的な販促に
なると確信した」という。実際
に、週末になるとクーラーボッ
クスがいっぱいになるほど酒
類を購入して、バーベキュー
に向かう顧客が多い。今回の
コンテストをきっかけに、トライ
アル購入によってJINROの
ファンを増やすことを目的に
売場づくりが行われた。
　「Let's BBQ! JINRO」と書かれたトッ
プボードを掲げ、レンガ炉を設置し、バー
ベキューを再現することで、強力にアピー
ル。さらに、手軽に楽しめるJINRO焼酎ハ
イボールもラインアップすることで、顧客
のバーベキューのニーズに応えるJINRO
提案が見事に行われている。「コアなファ
ンを獲得しているJINROですが、今回、新
たなファンを獲得できたと思います」と後
藤主任は語ってくれた。
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顧客のニーズにあった販促 売れてこそ、受賞に価値！

視覚効果による演出で、「バーベキューにもJINRO」というア
ピールが行われた売場

売場づくりを担当した㈱すぎた岡崎店 主任の後藤恭輔氏
（左）と眞露㈱中部支社の前川祐介氏

酒販店として売場面積が日本一といわれている岡崎店は、プ
ライベートブランドも含め、豊富な品揃えが魅力

2016夏　ディスプレイコンテスト
店舗コース　グランプリ

㈱すぎた 岡崎店
（愛知県岡崎市）

「バーベキュー」というテーマ設定に
魅力を感じてコンテストに参加！


